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 第204回国会（常会）において審議をされていた「良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保

を推進するための医療法等の一部を改正する法律案(閣法第一七号)」が5月21日の参議院本会議におい

て賛成多数により可決し、法改正が正式に決定しました。本法律案の概要は以下の通りです。 

（厚生労働省ウエブサイトより引用: https://www.mhlw.go.jp/content/000731828.pdf ） 

https://www.mhlw.go.jp/content/000731828.pdf
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 前ページの本法律案の概要＜Ⅱ．各医療関係職種の専門性の活用＞、１．医療関係職種の業務範囲の

見直しの通り、本法案の中に、タスク・シフト/シェアに関連する臨床検査技師等に関する法律の改正

が含まれており、本年10月１日からの施行となります。 

 臨床検査技師等に関する法律の改正案は次の通りで、今後、臨床検査技師等に関する法律施行令並び

に施行規則、各種通知文書等が発出されます。法改正により臨床検査技師に追加される予定の８業務の

実施については、厚生労働大臣が指定する研修を受講することが求められていますので、当該講習会の

指定の告示を当会が受けるべく現在、急ピッチで講習会開催の準備を進めているところであります。 

臨床検査技師等に関する法律の改正 

【令和三年十月一日施行】 

法令改正を行いタスク・シフト/シェアを 推進する業務 (案） 

採血に伴い静脈路を確保し、電解質輸液（ヘパリン加生理食塩水を含む。）に接続する行為 

直腸肛門機能検査（バルーン及びトランスデューサーの挿入（バルーンへの空気の注入を含む。）並びに

抜去を含む。） 

持続皮下グルコース検査（当該検査を行うための機器の装着及び脱着を含む。） 

運動誘発電位検査・体性感覚誘発電位検査に係る電極（針電極を含む。）装着及び脱着 

検査のために、経口、経鼻又は気管カニューレ内部から喀痰を吸引して採取する行為 

消化管内視鏡検査・治療において、医師の立会いの下、生検鉗子を用いて消化管から組織検体を採取す

る行為 

静脈路を確保し、成分採血のための装置を接続する行為、成分採血装置を操作する行為、終了後に抜針

及び止血する行為 

超音波検査に関連する行為として、静脈路を確保し、造影剤を注入するための装置を接続する行為、当

該造影剤の投与が終了した後に抜針及び止血する行為 

※本件に関する最新の情報は当会ウエブサイトや会報JAMT等によりご案内いたしますので、ご確認をお

願いいたします。 

（医師の働き方改革を進めるための タスク・シフト/シェアの推進に関する検討会 議論の整理 より引用） 


